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　は じ め に

　ムカデ綱（以 下，ムカデ類）およびヤスデ綱（以
下，ヤスデ類）は節足動物門多足亜門に分類され，多
くは土壌表面や土壌中の落葉層，倒木の下に生息す
る．ムカデ類およびヤスデ類は土壌動物の主要な分
類群であり，便宜的に大きさで分類すると大型土壌
動物と呼び分けられている（布村・鶴崎 2007）．世
界ではムカデ類約 3,100 種（Bonato 2011, Zapparoli 
and Edgecombe 2011; Edgecombe 2011a, 2011b; 
Edgecombe and Bonato 2011），ヤスデ類約 11,000 種

（Enghoff et al. 2015），日本ではムカデ類約 150 種，
ヤスデ類約 300 種（田辺 2001）が知られている．ム
カデ類は捕食者として，ヤスデ類は植物遺体の分解者
として生態系の中で重要な役割を担っている（Lewis 
1981; Hopkin and Read 1992）．特にヤスデ類は移動
分散能力が低いため，地理的種分化または種内の地
理的分化があることが知られている（例えば Tanabe 
and Shinohara 1996）．
　北海道（北方領土を除く）からは，これまでにム

Abstract
  Centipedes (Chilopoda) and millipedes (Diplopoda) are large soil animals classified in the subphylum 
Myriapoda, and most of them inhabit the soil surface, leaf litter in the soil, and under fallen trees.  Previ-
ously, only two species of centipedes and millipedes were recorded from Kamishihoro Town, located in the 
northern part of the Tokachi Region, Hokkaido, Japan.  In Kamishihoro Town, we investigated forests, an-
thropogenic environments, and cool spots from 2020 to 2023.  Field surveys and literature review studies 
resulted in seven species of centipedes (Thereuonema tuberculata, Bothropolys ogurii, Lithobius forficatus, Escaryus 
japonicus, Pachymerium ferrugineum, Arrup dentatus, and Partygarrupius moiwaensis) and four species of milli-
pedes (Kopidoiulus longus, Oxidus gracilis, Levizonus montanus, and Epanerchodus orientalis) in Kamishihoro Town 
(not including unidentified species).  Of these, nine species (B. ogurii, L. forficatus, E. japonicus, P. ferrugineum, A. 
dentatus, P. moiwaensis, O. gracilis, L. montanus, and E. orientalis) were newly recorded from Kamishihoro Town 
as a result of this study.

カ デ 類 は 4 目 9 科 33 種（Attems 1927; Takakuwa 
1934, 1935a, 1935b, 1936, 1939, 1941a; 高 桑 1935, 
1936, 1937, 1938, 1939, 1940a, 1940b, 1941, 1943a, 
1943b, 1955; 高 島 1949; 篠 原 1961, 1966, 1957, 
1968; 高桑・篠原 1968; Murakami 1972; Shinohara 
1972; 生 方 1989; 田 辺 2001; Bonato et al. 2003; 前
原 ほ か 2003; Hirakizawa and Yamauchi 2021; 大 表 
2021; Hirakizawa et al. 2023a, 2023b），ヤスデ類は
4 目 10 科 24 種（Verhoeff 1914, 1937. 1939, 1941a; 
Takakuwa 1941b, 1942; 高島 1949; Chamberlin and 
Wang 1953; 高桑 1954; 高島・芳賀 1956; 三好 1957, 
1959; 篠原 1963; 湊 1969; Murakami 1972, 1990; 生
方 1989; Shear 1990; Enghoff 1991; 西川・村上 1991, 
1993, 1994; Tanabe 1994; Shear and Tsurusaki 1995; 
Mikhaljova 2000 (not 1999); Mikhaljova et al. 2010; 
Mikhaljova and Korsós 2015; 益田 2018; Hirakizawa 
et al. 2022; 開澤ほか 2022; Tomita 2022）が記録され
ていた．日本産ムカデ類およびヤスデ類は分類学的
な再検討が必要な種が多く，さらに北海道において
は地理的分布もほとんど調べられていない．特に北
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海道の十勝地方（十勝総合振興局）における調査は
ほとんど実施されておらず，十勝地方北部に位置す
る上士幌町のムカデ類およびヤスデ類の記録は，ゲ
ジ Thereuonema tuberculata (Wood, 1862) およびダイセ
ツホタルヤスデ Kopidoiulus longus Shinohara, 1963 の
2 種のみであった（開澤ほか 2022; Hirakizawa et al. 
2023a）．今回，2020–2023 年にかけて上士幌町で採
集され，種まで同定できたムカデ類およびヤスデ類を
報告する．

　材料と方法　

　上士幌町は，北海道中央山岳地（大雪山系）の南東
部に位置し，広葉樹林から高山帯にまたがる多様な植
生帯を擁す．気候は冬の低温・少雪，短い盛夏の高温，
年間を通じて少ない降水量と晴天日数が多いという特
徴がある（芳賀ほか 2010）．また，上士幌町と鹿追町
にまたがって標高 800 m の天然湖である，然別湖が存
在する．然別湖周辺は溶岩ドームが崩壊してできた岩
塊斜面が数多く存在し，国内最大級の風穴地帯となっ
ている（乙幡 2017）．
　ムカデ類とヤスデ類の採集は，上士幌町において，
2020 年から 2023 年にかけて実施した．提供いただい
た標本も含め，それらは上士幌町の森林，人家付近な
どの人為的な環境および風穴などで見つけ取りによっ
て採集された．得られたムカデ類およびヤスデ類は
70% エタノール溶液中に保存し，実体顕微鏡（Olym-
pus SZ4045）下で解剖および同定し，種名と個体数
を記録した．一部のヤスデ類の生殖肢，ジムカデ目の
額板，顎肢などの微小形態は，封入液としてホイヤー
氏液を用いてプレパラート標本を作製し，光学顕微鏡

（ECLIPSE Ni, Nikon）による観察を行った．標本の
写真は，デジタルカメラ（Stylus TG-6 Tohgh, OLM-
PUS）および一眼レフ（Canon EOS Kiss X10）を用い
て撮影した．一部の写真は，深度合成用ソフトウェア

（Zerene Stacker）で深度合成を行った．本研究で用い
たムカデ類およびヤスデ類の和名，学名および種の配
列は篠原ほか（2015a, 2015b）に従った．ムカデ綱イ
シムカデ目イッスンムカデ属の分類は Zapparoli and 
Edgecombe（2011），ムカデ綱ジムカデ目フタマドジ
ムカデ属の分類は Bonato （2011）に従った．本研究に
用いた標本はひがし大雪自然館または帯広畜産大学昆
虫学研究室に収蔵されている．なお，モイワジムカデ
Partygarrupius moiwaensis (Takakuwa, 1934) の標本の

みは塚本将博士所蔵である．

　結果

　標本調査の結果と文献記録を合わせると，上士幌町
からムカデ類 3 目 5 科 7 種，ヤスデ類 3 目 4 科 4 種
が記録された（種名未確定の個体は含まない）．以下
に，これら 11 種の注釈付き目録を記した．本研究で
調査した種については，採集記録（採集個体数，採集
地（緯度経度，標高も含む），採集日，採集者の順で
示す）と形態，分布などの注釈をつけた．ゲジにおい
ては，文献記録を参照し，ひがし大雪自然館（HTMNH）
に収蔵されている標本の全形写真を撮影した．略号：
juv. =juveniles（幼体）．

Class Chilopoda　ムカデ綱

Order Scutigeromorpha　ゲジ目

Family Scutigeridae　ゲジ科

Genus Thereuonema　ゲジ属

Thereuonema tuberculata (Wood, 1862)　ゲジ（図 1A）

　文献情報 : 1♀, 上士幌町ぬかびら源泉郷 ひがし大雪自

然館館内 , 43°21'55"N 143°11'37"E, ca. 540 m alt., 4. XI. 2022, 

A.Tanaka leg. (HTMNH-48672)（Hirakizawa et al. 2023a）．
　備　考 : 日本，中国，台湾，韓国および済州島に分布す

る（Würmli 1975; Stoev 2002）．イギリスおよびアメリカ

では，移入種として定着している（Barber 2011; Reeves 

2017; Reeves and Miller 2022）．

Order Lithobiomorpha　イシムカデ目

Family Lithobiidae　イシムカデ科

Genus Bothropolys　イッスンムカデ属

Bothropolys ogurii Miyosi, 1955　オグリイッスンムカデ

（図 1B, 2A）
　調査標本 : 1juv.(♀), 上士幌町幌加 音更トンネル風穴 , 

43°26'16"N 143°09'03"E, ca. 610 m alt., 2. IX. 2021, N. Hi-

rakizawa leg.; 1♂1♀1♀(juv.), 上士幌町幌加 幌加音更川風穴 , 

43°25'05"N 143°05'38"E, ca. 720 m alt., 22. VIII. 2020, Y. Oppata 

et al. leg.; 1♀, 上士幌町ぬかびら源泉郷 ネイチャートレイ

ル , 43°22'03"N 143°11'28"E, ca. 540 m alt., 18. IX. 2023, N. 

Hirakizawa leg.; 2♂1♀, 同上 , 23. IX. 2023, N. Hirakizawa et al. 

leg.

　備　考 : 1) 顎肢基胸板前縁はゆるやかな弧状に張り出

しその外縁がゆるやかに斜下していること（図 2A），2) 

顎肢基胸板前縁の小歯は 6–11+6–11 で，副棘は外側から



Bull. Higashitaisetsu Nature Center, 11, 1–10 (2024) 3

A B

C

F

D

E

IHG

図 1　上士幌町のムカデ類およびヤスデ類の全形 .

A: ゲジ Thereuonema tuberculata (Wood, 1862), B: オグリイッスンムカデ Bothropolys ogurii Miyosi, 1955, C: オオチャイ

ロイシムカデ Lithobius forficatus (Linnaeus, 1758), D: ニホンエスカリジムカデ Escaryus japonicus Attems, 1927, E: フタ

マドジムカデ Pachymerium ferrugineum (C.L.Koch, 1835)，F: シミズツメジムカデ Arrup dentatus (Takakuwa, 1934), G: ヤ
ケヤスデ Oxidus gracilis (C.L.Koch, 1847), H: エゾヤマンバヤスデ Levizonus montanus (Takakuwa, 1941), I: ヒガシオビヤ

スデ Epanerchodus orientalis (Attems, 1901). スケール : 20 mm (D); 10 mm (A–C, E, H, I); 5 mm (F, G).
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図 2　上士幌町のムカデ類およびヤスデ類 .

A: オグリイッスンムカデ Bothropolys ogurii Miyosi, 1955 顎肢基胸板前縁（腹面，矢印は副棘を示す）, B: ニホンエス

カリジムカデ Escaryus japonicus Attems, 1927 額板（腹面，矢印は無網目の部分を示す）, C: ニホンエスカリジムカデ 

顎肢（腹面），D: シミズツメジムカデ Arrup dentatus (Takakuwa, 1934) 顎肢（腹面），E: ヤケヤスデ Oxidus gracilis (C.L. 
Koch, 1847) 雄左生殖肢（内側面），F: エゾヤマンバヤスデ Levizonus montanus (Takakuwa, 1941) 雄左生殖肢（内側面），

G:ヒガシオビヤスデEpanerchodus orientalis (Attems, 1901) 雄左生殖肢（内側面）．スケール : 1 mm (A–C, F); 0.5 mm (D, 
E, G).
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数えて第 2 歯と第 3 歯または第 3 歯と第 4 歯の間にある

こと（図 2A），3) 雌生殖肢のトゲは 2+2 でツメは 3 つに

分かれること（三好 1955），によりオグリイッスンムカデ

と同定した．これまで長野県（タイプ産地）と北海道の

幌尻岳西側麓のダム付近から記録されていた（三好 1955; 

Shinohara 1972）．上士幌町新記録である．

Genus Lithobius　イシムカデ属

Lithobius forficatus (Linnaeus, 1758)　オオチャイロイシ

ムカデ（図 1C）
　 調 査 標 本 : 2♂2♂(juv.), 上 士 幌 町 上 士 幌 東 3 線 , 

43°14'19"N 143°17'42"E, ca. 280 m alt., 27. VIII. 2021, Y. Oppata 

leg.; 1♂1♀, 同上 , 28. VIII. 2021, Y. Oppata leg.; 2♂2♀, 同上 , 7. 

IX. 2021, Y. Oppata leg.

　備　考 : 1) 第 9，11，13 背板に大きな後側三角状突起

を備えること，2) 顎肢基胸板前縁に 5+5 以上の小歯があ

ること，3) 基節腺孔が 1 列に並ぶことにより，オオチャ

イロイシムカデと同定した（Hirakizawa and Yamauchi 

2021 を参照）．ヨーロッパ，西アジア，北アフリカ，ウラ

ル山脈以西のロシア，ウラル山脈以東のロシア（チュメ

ニ地方），モンゴル，北米，南米，グリーンランド，オー

ストラリア，ニュージーランド，日本（択捉島および北

海道帯広市）から記録されていた（Nefediev et al. 2016; 

Prado et al. 2018; Dyachkov 2019; Hirakizawa and Yam-

auchi 2021）．上士幌町新記録である．

Order Geophilomorpha　ジムカデ目

Family Schendylidae　マツジムカデ科

Genus Escaryus　エスカリジムカデ属

Escaryus japonicus Attems, 1927　ニホンエスカリジム

カデ（図 1D, 2B, C）

　調査標本 : 1ex., 上 士 幌 町 幌 加 音 更 ト ン ネ ル 風 穴 , 

43°26'16"N 143°09'03"E, ca. 610 m alt., 5. VI. 2022, A. Tana-

ka leg. (HTMNH-48682); 1♀, 上 士 幌 町 ぬ か び ら 源 泉 郷 , 

43°22'04"N 143°11'37"E, ca. 530 m alt., 24. X. 2021, T. Yamauchi 

leg.

　備　考 : 1) 歩肢対数は 47–55 対であること，2) 額板に

無網目の部分があること（図 2B 矢印），3) 顎肢の前腿節

には歯状突起があり，腿節および脛節は小瘤状に突出する

こと（図 2C）（Takakuwa 1935a; 高桑 1935）により，ニ

ホンエスカリジムカデと同定した．日本，中国北部，ロ

シア極東からウラル山脈，ヴォルガ地域（ロシア）まで

広く分布する（Dyachkov and Tuf 2018）．上士幌町新記

録である．

Family Geophilidae　ツチジムカデ科

Genus Pachymerium　フタマドジムカデ属

Pachymerium ferrugineum (C.L. Koch, 1835)　フタマド

ジムカデ（図 1E）
　調査標本 : 1♀, 上士幌町ぬかびら源泉郷 ひがし大雪自然

館付近 , 43°21'55"N 143°11'31"E, ca. 540 m alt., 25. VII. 2021, 

N. Hirakizawa et al. leg.; 5exs., 上 士 幌 町 居 辺 , 43°16'02"N 

143°23'06"E, ca. 320 m alt., 17. IX. 2021, Y. Oppata et al. leg.; 

2exs., 上 士 幌 町 上 士 幌 東 3 線 , 43°14'19"N 143°17'42"E, ca. 

280 m alt., 27. VIII. 2021, Y. Oppata leg.; 2exs., 同 上 , 6. IX. 

2021, Y. Oppata leg.; 5exs., 同上 , 7. IX. 2021, Y. Oppata leg.

　備　考 : 頭部額板に 2 つの額板円域という無網目の

部分があること（高桑 1940a）により，フタマドジムカ

デと同定した（Hirakizawa et al. 2023b を参照）．なお，

Hirakizawa et al. (2023b) の Fig. 1B のスケールは 1 mm

とあるが 0.1 mm の誤りである．本調査において本種は，

ひがし大雪自然館，小学校跡および住宅周辺といった人

為的な環境のみで採集された．マカロネシアからヨーロッ

パ，中央アジア，北米，南米，日本，ハワイに広く分布

する（Nefediev et al. 2017; Dyachkov 2018）．上士幌町新

記録である．

Family Mecistocephalidae　ナガズジムカデ科

Genus Arrup　ツメジムカデ属

Arrup dentatus (Takakuwa, 1934)　シミズツメジムカデ

（図 1F, 2D）
　調査標本 : 11exs., 上士幌町三股 西クマネシリ岳登り口 , 

43°31'01"N 143°08'41"E, ca. 690 m alt., 30. VII. 2021, T. Yam-

auchi et al. leg.; 1ex., 上士幌町ぬかびら源泉郷 , 43°24'51"N 

143°10'47"E, ca. 540 m alt., 2. VIII. 2020, T. Yamauchi leg.; 

3exs., 同上 , 25. VII. 2021, T. Yamauchi and N. Hirakizawa leg.; 

1ex., 上 士 幌 町 ぬ か び ら 源 泉 郷 糠 平 湖 周 辺 , 43°24'51"N 

143°10'47"E, ca. 520 m alt., 23. VII. 2021, T. Yamauchi leg.; 

3exs., 上士幌町ぬかびら源泉郷 ウペペサンケ山登り口 , 

43°22'02"N 143°11'12"E, ca. 550 m alt., 25. VII. 2021, N. Hi-

rakizawa and F. Yamauchi leg.; 4exs., 上士幌町ぬかびら源泉郷 

ネイチャートレイル , 43°22'03"N 143°11'28"E, ca. 540 m alt., 

23. IX. 2023, N. Hirakizawa et al. leg.; 1♀, 上士幌町ぬかびら

源泉郷 不二川付近 , 43°21'41"N 143°12'06"E, ca. 540 m alt., 8. 

V. 2023, A. Tanaka leg. (HTMNH-48683); 4exs., 上士幌町ぬか

びら源泉郷 幌鹿峠 , 43°21'20"N 143°11'05"E, ca. 800 m alt., 8. 
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VIII. 2020, T. Yamauchi leg.; 15exs., 上士幌町上音更白雲山 , 

43°15'31"N 143°06'54"E, ca. 900 m alt., 30. VII. 2021, T. Yamau-

chi et al. leg.

　備　考 : 高桑（1940a）に基づき，顎肢の脛節に 1 つ

の小鋭歯があることにより（図 2D），シミズツメジムカ

デと同定した．北海道のみに広く分布する（高桑 1940a; 

Shinohara 1972）．上士幌町新記録である．

Genus Partygarrupius　モイワジムカデ属

Partygarrupius moiwaensis (Takakuwa, 1934)　モイワジ

ムカデ

　調査標本 : 1ex., 上士幌町三股 西クマネシリ岳登り口 , 

43°31'01"N 143°08'41"E, ca. 690 m alt., 30. VII. 2021, T. Yamau-

chi et al. leg.

　備　考 : 顎肢の爪は太く，顎肢前腿節の上内角と跗節

の根には顕著な 1 つの歯があり，間の 2 小節にも各 1 つ

の小瘤起があるという特徴をもつこと（高桑 1940a）によ

り，本種と同定した．北海道のみから記録がある（Shino-

hara 1972）．上士幌町新記録である．

Class Diplopoda　ヤスデ綱

Order Julida　ヒメヤスデ目

Family Mongoliulidae　ホタルヤスデ科

Genus Kopidoiulus　ホタルヒメヤスデ属

Kopidoiulus longus Shinohara, 1963　ダイセツホタルヤ

スデ

　文献情報 : 上士幌町幌加 幌加音更川風穴，上士幌町幌

加 音更トンネル風穴，上士幌町黒石平 二ノ沢川風穴（開

澤ほか 2022）．

　調査標本 : 1♀, 上 士 幌 町 幌 加 音 更 ト ン ネ ル 風 穴 , 

43°26'16"N 143°09'03"E, ca. 610 m alt., 5. VI. 2022, A. Tanaka 

leg. (HTMNH-48694); 3♀, 上士幌町幌加 幌加音更 2 の沢林

道風穴 , 43°25'16"N 143°06'18"E, ca. 770 m alt., 9. VI. 2022, A. 

Tanaka leg. (HTMNH-48695, 48696, 48697); 1♂, 上 士 幌 町 幌

加 幌加音更川風穴 , 43°25'05"N 143°05'38"E, ca. 720 m alt., 9. 

VI. 2022, A. Tanaka leg.; 4♂1juv.(♂), 上士幌町ぬかびら源泉

郷 ネイチャートレイル , 43°22'03"N 143°11'28"E, ca. 540 m 

alt.,  23. IX. 2023, N. Hirakizawa et al. leg.; 2♀, 上士幌町黒石

平 黒石平鱒見 2 風穴 , 43°21'41"N 143°14'10"E, ca. 440 m alt., 

13. VI. 2022, A. Tanaka leg. (HTMNH-48698, 48699); 3♀, 上士

幌町ぬかびら源泉郷 不二川付近 , 43°21'41"N 143°12'06"E, 

ca. 540 m alt., 8. V. 2023, A. Tanaka leg. (HTMNH-48708, 

48709, 48710); 1♀, 上士幌町ぬかびら源泉郷 不二川付近 , 

43°21'39"N 143°12'04"E, ca. 550 m alt., 8. V. 2023, A. Tanaka 

leg. (HTMNH-48711)．

　備　考 : ダイセツホタルヤスデは 1) 雄の第 1 歩肢の

第 5 節が円筒状で楕円形に膨らまないこと，2) 雄の前

生殖肢の端肢は紡錘形であり，タイリクホタルヤスデ K. 

continentalis Golovatch, 1979 や K. khasanicus Mikhaljova, 1997 

(not 1996) のような三角錐状ではないこと，3) 後生殖肢末

端に多数の小さな歯をそなえること，4) 色素をともなう

単眼があること（篠原 1963; Murakami 1990; Mikhaljova 

1997 (not 1996)）により同定した（開澤ほか 2022 を参照）．

なお，開澤ほか（2022）の図 2B のスケールは 1 cm とあ

るが 1 mm の誤りである．北海道特産種である（Murakami 

1990）．

Order Polydesmida　オビヤスデ目

Family Paradoxosomatidae　ヤケヤスデ科

Genus Oxidus　ヤケヤスデ属

Oxidus gracilis (C.L. Koch, 1847)　ヤケヤスデ（図 1G, 
2E）
　調査標本 : 1♂, 上士幌町ぬかびら源泉郷 , 43°22'00"N 

143°11'26"E, ca. 540 m alt., 12. IX. 2021, A. Tanaka leg.; 1♂1♀, 

上士幌町ぬかびら源泉郷 , 43°21'55"N 143°11'31"E, ca. 540 m 

alt., 22. VII. 2023, T. Yamauchi leg.

　備　考 : ヤケヤスデは 1) 体は褐色で，後環節背板が

ブロック状に区分されずにただ横方向の溝を伴い，側庇

に鋸歯を持たず，側庇が発達すること（山内ほか 2024），

2) 桒原・川野（2023）に基づき，生殖肢の腿節は太く短

いこと（図 2E）により同定した．本種は，主に温帯地域

を中心に世界中に広く分布する（Nguyen and Sierwald 

2013）．上士幌町新記録である．

Family Xystodesmidae　ババヤスデ科

Genus Levizonus　ヤマンバヤスデ属

Levizonus montanus (Takakuwa, 1941)　エゾヤマンバヤ

スデ（図 1H, 2F）

　調査標本 : 1ex., 上士幌町ぬかびら源泉郷 糠平湖周

辺 , 43°24'51"N 143°10'47"E, ca. 520 m alt., 23. VII. 2021, T. 

Yamauchi leg.; 4♂, 上士幌町ぬかびら源泉郷 糠平湖畔園

地 , 43°22'01"N 143°11'53"E, 23. IX. 2023, ca. 520 m alt., N. Hi-

rakizawa et al. leg.; 1♂, 上士幌町ぬかびら源泉郷 ネイチャー

ト レ イ ル , 43°22'03"N 143°11'28"E, ca. 540 m alt., 23. IX. 

2023, N. Hirakizawa et al. leg.; 1♂, 上士幌町上音更 白雲山 , 

43°15'31"N 143°06'54"E, ca. 900 m alt., 30. VII. 2021, T. Yamau-
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chi et al. leg.; 1♂, 上士幌町上音更 , 43°14'12"N 143°12'11"E, 

19. IX. 2021, ca. 340 m alt., Y. Oppata, A. Tanaka and N. Hi-

rakizawa leg.; 1♂, 同上 , 25. IX. 2021, A. Sogawa leg.

　備　考 : Tanabe（1994） お よ び Mikhaljova（2021）

に基づき，1) 雄生殖肢はほぼ完全な円形であること（図

2F），2) 生殖肢の端肢末端は直線的で細長く，外側面は尖

り，端肢末端の中央部は平滑であることにより，エゾヤ

マンバヤスデと同定した．本種はこれまで道央（上川支

庁（現在の上川総合振興局），留萌支庁（現在の留萌振興

局），空知支庁（現在の空知総合振興局），石狩支庁（現在

の石狩振興局），日高支庁（日高振興局））（Tanabe 1994）

および鹿追町（湊 1969）に分布することが知られていた．

上士幌町新記録である．

Family Polydesmidae　オビヤスデ科

Genus Epanerchodus　オビヤスデ属

Epanerchodus orientalis (Attems, 1901)　ヒガシオビヤス

デ（図 1I, 2G）
　調査標本 : 1♂, 上士幌町糠平 , 43°22'04"N 143°11'37"E, 

ca. 530 m alt., 25. VII. 2020, T. Yamauchi leg.; 1♂, 上士幌町上

音 更 , 43°14'12"N 143°12'11"E, ca. 340 m alt., 17. IX. 2021, Y. 

Oppata et al. leg.; 2♂, 同上 , 25. IX. 2021, A. Sogawa leg.; 4♂, 

同上 , 25. IX. 2021, N. Hirakizawa leg.

　備　考 : 雄生殖肢の後腿節突起の形状，脛跗節の形状，

外棘の有無や大きさなどに差異が見られるが，いずれも

個体差あるいは地理的変異の範囲に含まれると考えられ

ている（西川・村上 1993）．以下に示す雄生殖肢（図 2G）

の形態的特徴によりヒガシオビヤスデと同定した：1) 生

殖肢の脛跗節の基部から副枝が伸び，弱く内側に湾曲す

る；2) 後腿節突起は副枝に比べ同程度かやや短く，副枝

の内側にほぼ平行に位置する；3) 脛跗節は中程で太くな

るが，顕著な三角状とはならず，腿節の褥状部は突起を

欠く（ササオビヤスデ E. sasagaminensis Murakami, 1966 と

の相違点 ; 村上 1966）；4) 脛跗節の外側面は大きく突出せ

ず，副枝を抱き込まない（ヘルヘフオビヤスデ E. lobatus 

Verhoeff, 1941 との相違点 ; Verhoeff 1941b)；5） 脛跗節末

端の剛毛は 0 本から数本で先端部にまとまり，列生しな

い（イシダオビヤスデ E. ishidai Haga in Takashima and Haga, 

1956，クビオビヤスデ E. tenuis Takakuwa, 1954 との相違点 ; 

高桑 1954; 高島・芳賀 1956; 西川・村上 1993）．本種は北

海道，本州，四国に広く分布する（西川・村上 1993）．西

川・村上（1993) では台湾が分布域に含まれているが，疑

わしい（桒原良輔氏 私信）．上士幌町新記録である．

　考　察

　北海道の十勝地方では，これまでに 5 目 5 科 7 種の
ムカデ類およびヤスデ類（ゲジ，オオチャイロイシム
カデ，クシバイシムカデ Lithobius pectinatus Takakuwa, 

1939，ホルストヒトフシムカデ Monotarsobius holstii 

(Pocock, 1895)，フタマドジムカデ，ダイセツホタルヤ
スデ，エゾヤマンバヤスデ）が記録されていた（高
桑 1940a, 1941; Takakuwa 1941a; 篠 原 1961, 1963; 
湊 1969; Hirakizawa and Yamauchi 2021; 開 澤 ほ か 
2022; Hirakizawa et al. 2023a, 2023b）．したがって，
本報告によりオグリイッスンムカデ，ニホンエスカリ
ジムカデ，シミズツメジムカデ，モイワジムカデ，ヤ
ケヤスデ，ヒガシオビヤスデが十勝地方から初めて記
録された．これら 6 種を合わせると，十勝地方から記
録されたムカデ類およびヤスデ類は合計 13 種となっ
た．
　十勝地方北部に位置する上士幌町におけるムカデ類
およびヤスデ類の記録は，これまでゲジおよびダイセ
ツホタルヤスデの 2 種のみであった（開澤ほか 2022; 
Hirakizawa et al. 2023a）．本研究により 9 種（オグ
リイッスンムカデ，オオチャイロイシムカデ，ニホン
エスカリジムカデ，フタマドジムカデ，シミズツメジ
ムカデ，モイワジムカデ，ヤケヤスデ，エゾヤマン
バヤスデおよびヒガシオビヤスデ）が上士幌町から
新たに記録された．上士幌町で記録された 11 種のう
ち，ゲジ，オオチャイロイシムカデ，ニホンエスカリ
ジムカデ，フタマドジムカデ，ヤケヤスデの 5 種は
日本以外にも広く分布し（Würmli 1975; Stoev 2002; 
Nguyen and Sierwald 2013; Nefediev et al. 2016, 
2017; Dyachkov 2018, 2019; Dyachkov and Tuf, 2018; 
Prado et al. 2018），ヒガシオビヤスデは北海道，本
州，四国に広く分布する（西川・村上 1993）．その一
方でシミズツメジムカデ，モイワジムカデ，ダイセ
ツホタルヤスデ，エゾヤマンバヤスデの 4 種は北海
道のみに分布することが知られている（高桑 1940a; 
Shinohara 1972; Murakami 1990; Tanabe 1994）．し
たがって，上士幌町には，比較的広い分布をもつ種と
北海道固有種の両方が分布していることが明らかに
なった．
　風穴は山地または火山地の斜面において，地中の空
隙から自然の冷風が吹き出し，ときとして夏季に地下
氷が見られる特異的な現象であり，局所的な低温環境
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